２００７年　山口裕之ゼミ合宿

【場所】

東京外国語大学田沢湖高原研修施設

http://www.tufs.ac.jp/common/is/gakusei/tazawako_index.html
上記サイトに、施設概要、施設平面図、周辺地図、料金その他についての詳しい情報がありますので、参照してください。

【参加者――発表テーマ・交通手段】

学生：

	学年
	氏名
	交通手段
	田沢湖駅到着時間
	発表タイトル

	4
	安藤千夏
	夜行バス(浜松町から)
	8:00
	「マイノリティ文学としてのドイツ・トルコ文学」

	4
	内藤晃
	新幹線・こまち15号
	13:57
	「ゲーテ歌曲におけるシューベルトとヴォルフ」

	3
	川村七海
	夜行バス(浜松町から)
	8:00
	「ラルフ・イーザウが書く物語の世界」

	3
	武島奈津紀
	夜行バス
	8:00
	「ドイツと移民」

	3
	千葉紘子
	夜行バス
	8:00
	「アンネの日記とアンネの童話」

	3
	半田涼子
	新幹線・こまち15号
	13:57
	「ドイツ美術」

	3
	松下卓也
	新幹線・こまち15号
	13:57
	カフカについて

	3
	三橋敦子
	夜行バス(横浜から）
	8:00
	「ケストナーとその作品」

	3
	西原叡復
	夜行バス（浜松町）
	8:00
	「ドイツ映画における観察眼」


（男性：３名、女性：６名――
教員とその家族：

山口裕之・奏子・龍之介（３歳）・晴比古（９ヶ月）…たぶん迷惑はかけないと思いますので、ご了承ください。（計4名）　車で行きます。
【宿泊の部屋】

http://www.tufs.ac.jp/common/is/gakusei/tazawako_shisetsu.html
この平面図を参考にしてください。

学生は男性が３名、女性が６名なので、男性が「研修室」の一室、女性が残りの二つの「研修室」に分かれて使ってください。私の家族四名は、一番奥の「和室」を使わせてください。

【日程】

9月24日

15:00　田沢湖高原研修施設に現地集合、オリエンテーション

16:00　レクチャー：「発表」・「論文」について

18:00　夕食

19:00　小休憩

19:30　発表(1)　　安藤、内藤
21:30　自由時間（風呂、談話、飲み会...）

9月25日

08:00　朝食

09:00　発表(2)　 川村、武島、千葉
12:00　自由時間（Ausflug!）
＊乳頭温泉郷であれば12時半ころに宿舎を出て乳頭温泉郷行きのバスに乗る（バスで１０分くらいか。おそらく徒歩も可能）。帰りは17時半頃（まで）に乳頭温泉発のバスに乗ると夕食に間に合う。

（正味4時間程度の散策時間）

18:00　夕食

19:00　小休憩

19:30　発表(3)　 半田、松下
21:30　自由時間（風呂、談話、飲み会...）

9月26日

07:30　朝食

08:30　出発　（Ausflug!）
08:40 バス乗車→9:27 田沢湖駅着

10:30 バス（羽後交通）田沢湖駅発→11:05角館着

角館で自由に散策

15:30 バス（羽後交通）角館発→16:05田沢湖駅着

16:15 バス（羽後交通）田沢湖駅発→17時ころ「保養所団地前」着

18:00　夕食

19:00　小休憩

19:30　発表(4)　　三橋、西原
21:30　自由時間（風呂、談話、飲み会...）

9月27日

07:30　朝食

08:30　小休憩

09:00　発表(5)　　予備（場合によっては、26日夜はなしにして、この時間枠で発表）
12:00　解散

＊帰りのバスは、１１：３０あるいは１２：３０発

【発表】
· 基本的に1人1時間の持ち時間があります。ただし、発表のあとに質疑応答や私からのコメントの時間が必要なので、実質的には45分程度だと思ってください。（少なくとも３０分以上の発表になるように。）
· だれがどの時間枠で発表するかは私が適当に配置しました。特に事情があって、何日のどの時間枠を希望する、あるいは不可ということがあれば、私まで大至急連絡してください。

· 発表の仕方は基本的に自由ですが、一般的には、(1) どういうテーマで、何を対象としてとりあげ、どのような問題意識・問題設定・視点・方法のもとにそのテーマ・問題に取り組もうとしているか、ということが重要な論点になります。それとともに、(2)扱う対象に関する情報提供自体も重要な意味を持ちます。聞いている人にわかってもらうこと、そして面白いと思ってもらう、刺激を与えることを目指してください。

· 発表のための資料は、各自参加者の人数分用意してください。（10部）発表の進行の概要と、事柄の説明のための資料などが基本的に必要になると思います。

【費用】

· 基本的に1泊２食で2550円です。３泊なので、施設に支払うお金は１人当たり7650円ということになります。（内訳詳細については、以下のサイトを参照してください。）
http://www.tufs.ac.jp/common/is/gakusei/tazawako_tebiki.html
· それ以外にかかるお金は、往復の交通費（バス代も含む）、遠足のバス代、昼食代、散策の際の様々な出費（例えばお土産や入浴料など）、夜の飲み会の実費といったところです。

【飲み会】

· 飲み会については、３日とも好きな食べ物・飲み物を一緒に調達して（何人かで一緒にスーパーなどに買い物に行きます）、参加者が頭割りするということでいいでしょうか。私も自分の分を払うとともに、適宜、酒や食べ物などを差し入れするつもりです。

· 何かいいものがあれば買ってきてください。向こうで一緒に精算します。レシートなどを出してください。

· 千葉さんが飲み会の会計担当です。（千葉さん、お願いします。）
【散策】

２日目の昼の時間、そして3日目の朝と昼の時間は、まるまる散策の時間とします。私がしきってみんなで動くということはしないので、グループなどを作って適宜、好きなように使ってください。

近辺には田沢湖、角館、乳頭温泉郷と、非常に魅力ある場所がありますが、とくに角館と乳頭温泉がなんといってもお勧めです。基本的にそのプランで日程を立てていますが、それ以外の場所を選んで動いてもらっても結構です。
乳頭温泉は田沢湖駅から来た同じバスでさらに奥に行ったところです。

角館へは、いったん田沢湖駅に出て、それから田沢湖駅から角館にまた１時間に１本のバスを乗り継いでいかなければなりません。（あるいは、バスで１５分弱くらいなので、タクシーに相乗りしてもいいかもしれません。）時刻表を見ると、バスの乗り継ぎはあまりよくありません。田沢湖駅で食事をしてバスを待つという手もありますが、角館の町で食べるほうが魅力があります。観光地なのでちょっと値段は高いですが…
電車、新幹線の可能性もありますが、どうもあまり接続がよくないようです。（新幹線はちょっと不経済）
とくに、乳頭温泉郷については、いくつかの温泉はある程度隣接していますが、どこにどういう順番で行くか、事前に調べておいたほうがいいと思います。（時間があったとしても、あまりたくさん入ると湯あたりするので、強い人でもせいぜい３つにとどめておいたほうがいいでしょう。）

お勧めの湯は、向こうでお話ししましょう。

私のHP上の観光サイトのリンクなどを参照して、事前に調べておくことを強くお勧めします。

【食べ物】

特にお勧めの食べ物ですが、何といっても「稲庭うどん」と「きりたんぽ」、そして「比内地鶏」が有名です。おそらく最後の晩は、比内地鶏のガラを使ったきりたんぽ鍋です。稲庭うどんは角館に何軒かお店があります。（うどんそのものを売っている有名な老舗もあります。ちゃんとしたものは高価ですが、徳用の切れ端は非常にお買い得です。徳用品はここでしか売っていません。）角館では、あと「生もろこし」（和菓子）と醤油・漬物の老舗（古い蔵を見学できて、いろいろ試食できます）がお勧めかな。
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